
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上小地域） 

平成 27年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 交流・体験・防災拠点整備事業 

事業主体 

（連絡先） 

青木村 

（青木村教育委員会 0268-49-2224） 

事業区分 地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 1,711,200 円（うち支援金： 1,175,000円） 

（活動写真） 

①交流体験活動の促進 

②避難施設整備による、防災機能強

化 

 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

交流体験等予定どおり利用され、

利用者からも好評であった。 

【女性団体によるイベント風景】 

 

 【目標・ねらい】 

 

 社会教育事業等の活動の拠点施設として村内外人々

と交流を深めるとともに、学生の受入を積極的に実施す

ることができ村の教育目標である「子どもは村全体で育

てる」が達成できる。 

 災害時等の一時避難施設として緊急時の避難施設と

して有事の際には避難者の受入などとしても利用でき

る。 

 小中学校支援、社会教育事業の協働など活動の拠点と

して利用し、大学生等の企画や村内の団体によるイベン

トの開催を促進するため、施設を整備し利用する。 

 また、防災拠点施設として現在村内では 13 カ所の避

難所があるが、この施設を災害時の一時避難所として新

たに置き、緊急時に使用できるよう避難所用備品を購入

し防災力の向上を図る。 

 大学生の積極的な受け入れをし、学習、体験活動を行なえるようはたらきかける。 

 緊急避難施設として、緊急時には開放し、利用できるよう周知する。 


